佐用町規程第１号
佐用町「佐用風土」ロゴマーク使用管理規程
（目的）
第１条　この規程は、「佐用風土」ロゴマーク（以下「本マーク」という。）を適正かつ効果的に活用することにより、佐用風土を活用した商品のレベルアップを図るとともに、佐用町のイメージアップにつなげることを目的に本マークの使用に関し必要な事項を定めるものとする。
（佐用風土の定義と対象商品）
第２条　佐用風土は、佐用町産の農産物、畜産物、林産物、水産物、食品加工品などを対象とする。
（権利）
第３条　本マークの権利は、町が所有する。
２　本マークは、無断で使用してはならない。
３　本マークと誤認される類似の文字及び図形によるロゴマークの使用をしてはならない。
（使用の登録）
第４条　本マークの使用を希望する者は、「佐用風土」ロゴマーク使用登録書（様式第１号）（以下「登録書」という。）を町長あてに提出しなければならない。
２　使用者の登録情報については、原則として町ホームページで公開するものとし、その詳細は別に定める。
３　使用者は、登録情報に変更が生じた場合は、速やかにその内容を様式第１号で届け出るものとする。
（使用期間）
第５条　本マークの使用期間は、前条による登録書の提出日から２年が経過した後の年度末までとする。ただし、使用者から使用の中止の届出がない限り、自動的に更新するものとする。
（使用登録の省略）
第６条　国又は地方公共団体が本マークの使用目的に沿った普及活動を行う場合は、第４条の規定による手続を省略し、本マークを使用することができるものとする。
（本マークの権限）
第７条　使用者（前条の規定により許可されたものと見なされる者を含む。）は、本マークを使用できるものとする。（以下この権限を「使用権限」という。）
２　使用権限を有する者は、関係法規を遵守するとともに、本マークの機能を損なう又は権利の喪失を招くことのないように努めるものとする。
３　使用権限を有する者は、他人にこの権限を譲渡することはできない。
（本マークの表示条件及び表示方法）
第８条　本マークは、使用者の区分により次のとおり使用できるものとする。
(１)　所在地が町内にある（本社、支社含む。）農業者・畜産業者・林業者・水産業者・食品加工業者による使用
ア　「佐用風土」のいずれかを使用している商品について、それを収める容器又は包装紙への表示（シールに印刷し商品等に貼付表示することができるほか、容器又は包装紙に直接印刷表示することができる。）
イ　使用者自らが製造した第２条に規定する該当商品の販売場所、ホームページ上で行う広告宣伝のための掲載
ウ　「佐用風土」の普及啓発及び販売促進のために作成するポスター、チラシ、パンフレット等の広告物、のぼり、看板等の宣伝資材、名刺の表示
(２)　上記(１)の事業者が製造した商品を販売する所在地が町内にある（本社、支社含む。）販売業者による使用
ア　第２条に規定する該当商品の販売場所、ホームページ上で行う広告宣伝のための掲載
(３)　上記アの事業者が製造した商品を提供する所在地が町内にある（本社、支社含む。）旅館・民宿業・飲食提供業者による使用
ア　第２条に規定する該当商品を使用した事業者でのメニュー、ポスター、チラシ、パンフレット等の広告物、店頭等でののぼり、看板等の宣伝資材への表示、ホームページ上で行う広告宣伝のための掲載
(４)　「佐用風土」サポーターによる使用
ア　「佐用風土」を積極的に普及啓発する事業者（上記(１)、(２)、(３)の区分で申請したものを除く。）によるポスター、チラシ、パンフレット等の広告物、のぼり、看板等の宣伝資材、ホームページ上で行う広告宣伝のための掲載
２　利益を得ることを目的として、前項による宣伝資材を販売してはならない。
（是正勧告）
第９条　以下の各号のいずれかに該当する場合は、町長は是正勧告を行うことができる。
(１)　使用者が本定めに寄らず、ロゴマークを使用し、又は「佐用風土」のプロモーションの趣旨が損なわれると認められる場合
(２)　使用者からの登録内容に虚偽があると認められた場合
（使用登録の取消し）
第10条　以下の各号のいずれかに該当する場合は、町長はその使用を取り消すことができる。
(１)　使用者が前条による是正勧告に従わない場合
(２)　使用者が第12条第１項による調査、指示等に従わない場合
(３)　使用者が第12条第２項による報告の求めに従わない場合
(４)　使用者からの報告内容に問題があると認められる場合
(５)　ロゴマークの使用が認められず、今後も使用すると認められない場合
（事故、苦情の処理）
第11条　本マークを使用した商品等に係る事故、苦情（以下「事故等」という。）が発生した場合は、使用者が処理しなければならない。
２　前項に規定する事故等については、速やかに町長に報告しなければならない。
３　第１項に規定する事故等については、町長はその責を負わないものとする。
（調査及び報告）
第12条　町長は、本マークの使用権限を有する者に対し、その使用に関し必要と認められる場合には、本マークに係る商品等の提出を求め、立ち入り等の調査を行う、又は指示をすることができるものとする。
２　本マークの使用権限を有する者は、町長から求められた場合には、その使用実態の報告を行わなければならない。
（その他）
第13条　この規程に定めるもののほか、本マークの使用管理につき必要な事項又は疑義が生じた事項については、必要に応じ、関係者と協議の上、町長が決定するものとする。
附　則
この規程は、公布の日から施行する。
様式第１号（第４条関係）
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